






更年期医療カウンセリングという言葉は、みなさんはおそらくはじめてお聞きかと思いま

す。現在のわが国の医療ニーズや医療状況を考えるとき、これはたいへん重要な医療の分

野です。そのことについて、心身医療の臨床をながくやってきた経験をふまえてお話しま

す。なにぶんモデルのない、これから開拓していかなければならない新しい分野のことな

ので、十分なお話ができるか懸念しています。

ご承知のように、わが国の医療のあり方は、寿命の延長や医科学の進展をふまえた高度医

療技術革新、疾病構造の変化、女性の社会進出と核家族化などを背景に、大きく変わろう

としています。更年期医療が注目されてきたのは、医療における人権運動やクオリティ・

オブ・ライフの重視傾向と無縁ではありません。女性学の進展や、従来性の産婦人科医療

の飽和および行き詰りに呼応するかたちで、Female Medecine の臨床の確立がうたわれる

ようになってきたのです。医療ニーズの多い、しかもカウンセリングの必要度の高い更年

期の女性のための保健・医療の充実に、更年期医療カウンセリングの分野を確立すること

は、非常に意義のあることであると考えます。


